
                                                                                                          

 

 

 

間違いだらけの名古屋めし 

  大竹敏之／著  ベストセラーズ（A59） 

 「名古屋めし」と言えば、味噌煮込みうどん、味噌カツ、ひつ

まぶしなどなど…。全国的に認知されてきたとは言えまだ誤

解も多く、実は地元の人が理解していない部分も少なくあり

ません。自称“名古屋ネタライター”の著者が、その誤解を解

きつつ、名古屋めしの魅力を伝えます。巻末に名古屋めし店

のリスト付き。 

 

 

 

 

思い出の一冊 

 

いつ頃から本に親しんだのか、記憶は定かではありませんが、小学生の時、生まれ

て初めて、自分で本屋に買いに行った本のことは明確に憶えています。学研のジュ

ニアチャンピオンコースの１冊で、『あなたは名探偵』という推理クイズの本でした。そ

れ以来、何冊本を読んだのか見当もつきませんが、読んでみて、おもしろかった本、

ためになった本もありましたし、逆に、つまらない本、自分の勉強不足で理解できな

い本もありました。また、途中で挫折した本もありました。 

本との出会いも、好きな作家だから、広告で見たから、教科書だからなど、さまざ

までした。図書館は、本を所蔵し、貸し出す施設ですので、日々、本と出会える場所で

すが、それにとどまらず、おはなし会やブックトーク、ＳＮＳなど、いろいろな機会をと

らえて、本の魅力の発信もしています。この「南陽図書館つうしん」でも、新しく入っ

た本の紹介をしています。本は、読んでみるまで中に何が書かれているかわからな

い点で、開けてみるまで中に何が入っているかわからない宝箱と同じなのかもしれ

ません。 

思い出の１冊は、過去のものかもしれませんが、図書館で見つけた本、図書館で知

った本が、誰かの思い出の１冊になるように、１冊にとどまらず、２冊３冊と増えてい

くように、図書館が未来における思い出づくりに役立つことができればと願ってい

ます。(大西) 

正倉院のしごと 宝物を守り伝える舞台裏 

 西川明彦／著  中央公論新社（7091） 

正倉院の宝物は、奈良時代から千三百年近くにわたって

人々の手によって保管されてきました。正倉院事務所に三十

年以上勤めた著者が、正倉院の“しごと”に焦点をあてて、正

倉の成り立ち、宝物をどのように保存し修理しているのかを

詳しく解説します。 

南陽図書館つうしん 2023夏号 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表紙画像は、出版社の許諾すみです。 

〒455-0857 名古屋市港区秋葉一丁目 130-79 

℡：052-301-2116  Fax：052-301-2117 

休館日：毎週月曜日（祝日の場合は開館し、直後の平日を休館） 

      第３金曜日（祝日の場合は開館） 年末年始（12/29-1/4） 

      特別整理期間【令和 5年度 ６月１２日（月）～1６日（金）】 

名古屋市図書館ホームページ：https://www.library.city.nagoya.jp 

南陽図書館ツイッター @nagoya_nanyolib 

 

新しく入った本の紹介 

この印刷物は再生紙を利用しています。 

かんたん！らくらく！草取りのコツ 大変な作業をでき

るだけ楽しく！ 

  神津博／監修  ナツメ社 （615） 

春から夏にかけて、どんどん伸びる雑草に悩まされている人

も少なくないのではないでしょうか。本書では、雑草の基礎知識

とともに根のタイプ別の草取りの方法を写真付きで解説。服装

や道具の選び方、草刈り機、除草剤の使用方法も載っていて、効

率的に草取りがしたい方におすすめの１冊です。 

お礼をどのように伝えると相手の心に響くか、自慢話を嫌味 

https://www.library.city.nagoya.jp/


                                                                                                          

～       １００年前の南陽は～ 

すでに色々なところでＰＲしていますが、名古屋市図書館は今年で１００周年。鶴舞（つ

るま）中央図書館の前身、市立名古屋図書館が開館したのが、１９２３年（大正１２年）１０

月１日のことでした。南陽図書館はご存じのとおり、昨年度が開館２０周年でした。 

１００年前には、南陽地区は海部郡南陽村。１９４９年(昭和２４年)に同南陽町となり、 

１９５５年（昭和３０年）に名古屋市に合併。同年、港図書館「南陽文庫」を南陽支所２階に

開設。2002年（平成１４年）、「南陽図書館」が現在の場所にできました。 

このあたりの１００年前と現在を、「今昔マップｏｎ ｔｈｅWeb」で見比べてみると、当

時は一面水田地帯です。東海通の日の出橋から西側はまだなく、民家は南一筋下りた旧

道に連なっています。まさに、「１００年ひと昔」ですね。 
                                               

 

 

 

************************************************************ 

特別整理休館のお知らせ 

・南陽図書館は６月１２日（月）～1６日（金）、特別整理のため休館します。 

・休館にともない、５月３０日（火）から貸出期間が３週間に延長されます。 

貸出冊数の変更はありません。 

・図書館の不用図書リサイクル会は実施しません。 

 図書館で不用になった図書や雑誌は、特別整理休館が終了した後、順次 

「市民のリサイクルコーナー」へ出しますので、どうぞご利用ください。 

 

 

 

     この印刷物は再生紙を使用しています。  

★南陽図書館からのお知らせ★ 

夏休みの行事について 

 南陽図書館では、夏休みに下記の行事を開催します。 

 

・こども昆虫教室 

 7月 22日（土） 午前 10時～11時 30分 

 対象：小学生  定員：8名 

 申込：7月 13日（木）午後 3時 30分～ 先着順 

 

・こわーいおはなし会 

 8月 5日（土） 午後 2時～2時 20分／午後 2時 30分～2時 50分 

 対象：幼児（5歳くらい）～小学生  定員：各回 10名 

 申込：7月 26日（水）午前 9時 30分～ 先着順 

  

・藤前干潟ワークショップ 

8月 17日（木） 午前 10時～11時 30分 

 対象：小学生  定員：8名 

申込：8月 3日（木）午前 9時 30分～ 先着順 

 

 

＊いずれの行事も、変更や中止になることがあります。 

 詳しくは、各行事のチラシや図書館ホームページをご覧ください。 

 ご参加お待ちしています！ 


